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改革改善
の考え方

①問題
点

地域課題・生活課題の掘り起しや取り組みが不十分である。
公民館への無関心層への働き掛けが必要である。

②改革
提案

地域課題・生活課題への取り組みを強化する。
意図的に若年層をターゲットとした講座の組み立てを行う。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

各地区において、多様な分野の学習交流活動が展開され、目標を達成した。
中・高校生が企画から参加する工夫の地域も見られた。
さらに、若年層が参加しやすい事業展開に課題が残る。

総事業費①+② 35,479 2,171 35,517 2,005

正規職員所要時間 7,915 7,915

臨時職員所要時間 4,711 4,711

一般財源 2,111 2,171 2,149 2,005

人件費計（千円）② 33,368 33,368

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 2,111 2,171 2,149 2,005

国庫支出金

事業コスト 26年度決算額 27年度予算額 27年度決算額 28年度予算額 特定財源内訳、補足

27
年
度
事
業
内
容

各地区住民を対象とした多様な課題を学習し交流する活動の支援事業実
施
(1)橋北公民館　　北斗のまち・さわやか講座、工作・実験体験教室ほか
(2)橋南公民館　　ラベンダー講座ほか
(3)羽場公民館　　曙の里講座、夜の講座ほか
(4)丸山公民館　　国宝への旅、おとなのサロンほか
(5)東野公民館　　五福の会、女性学級、若草の里東野講座ほか
(6)座光寺公民館　　麻績いきいき大学、座光寺地域づくりフォーラムほか
(7)松尾公民館　　松尾サイエンススクール、公民館役員研修会ほか
(8)下久堅公民館　　ひさかた村塾ほか
(9)上久堅公民館　 男性料理教室、世代交流しめ縄飾り講習会ほか
(10)千代公民館　　親子料理教室、婦人学級、どんぐりの会ほか
(11)龍江公民館　　そばうち体験ほか
(12)竜丘公民館　　大人の学校ほか
(13)川路公民館　　天龍峡夏期大学、通学合宿、川路の明日を考える研
究集会
(14)三穂公民館　　高齢者学級、ほっとけない楽習会、真陽地区との交流
事業ほか
(15)山本公民館　　高齢者学級、男の料理教室ほか
(16)伊賀良公民館　　かさまつ大学ほか
(17)鼎公民館　　　 華甲大学、男性料理教室ほか
(18)上郷公民館　　地域づくりフォーラム、高齢者学級ほか
(19)上村公民館　　「若い衆で地域を語らまいか」交流事業、女性学級ほ

１　講座等開催数
２　延べ参加人数

１　649回
２　13,197人

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

各地区住民（子ども、青年（成人式含む）、成人、女性、高齢者など）を対象に、(1)乳幼児親子の学習交流活動、(2)学齢期親子の学習
交流活動、(3)地域の人権平和・多文化学習交流活動、(4)地域の芸術文化学習交流活動、(5)健康を学び交流を深める活動、(6)環境
を学び交流を深める活動、　(7)郷土（地区）を学び交流を深める活動を除く多様な分野の学習と交流活動の展開。
　
※この事業は前期基本計画（H19～23）で「学習交流推進事業」として展開してきたものを、後期計画（H24～）では各地区で住民が主
体的な学習交流活動を展開するものと、飯田市公民館が全市を対象に今日的課題に取り組むモデル事業とを分離して進行管理する
こととし、当該事業は各地区で展開するものを内容とする。具体的には、上記の分野で展開する事業以外の活動で構成する。

成果
指標

公民館の学級講座の延べ参加者数（人） 12000 13197 12000 -

成果
指標

公民館の学級講座延べ開設数（事業） 380 649 390 -

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

学習活動を行っている市民の割合

飯田市の人口（人） 101743
意図（どういう状態
にするか）

地区をベースに多様な学びの機会を通じて地域を知り人
とつながる

目
的

対象（誰・何を） 地区住民（市民）

対
象
指
標

指標名及び単位 27年度数値
施策 28 学習交流活動の推進

基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

学習支援係H28担当課等名 公民館 H28係等名 学習支援係 H27係等名
終了

48 8

事務事業名 地域の多様な学習交流支援事業
会計 一般会計 実施区分

事業種別 政策 開始

平成27年度事務事業実績評価表 政策№ 2 施策№ 28 事業№


